
太陽風の原子物理
2020年度第３回 物理学科談話会

太陽風は電子と陽子など正イオンの流れである。極めて密度が
低い完全電離プラズマとして常に地球にも降り注いでいる。
従って，気相での荷電粒子と物質の相互作用を研究する原子物
理学の対象として興味深く，関連する原子素過程の種類も多様
である。講演者は太陽風の 1% にも満たない高電離イオン（多
価イオン）を生成して，宇宙空間を模した地上実験を行ってい
る。特に太陽風による軟 X 線発光に関して従来から実験を行っ
てきたが，昨年度から新たな発想に基づく実験装置開発に着手
している。講演では他研究機関の成果を含めた過去の話に加え
て，この新しい試みについても紹介する。
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